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　コロナ禍で働き方や生活への考え方などが変わり、近年「都市部」
から地方への移住を希望する人が増えています。
　市では、移住を検討している人のサポートを行っているほか、地
域の課題解決などに取り組む地域おこし協力隊を募集しています。
　都市部に住んでいる家族や親戚と、小林市へのＵＩＪターンにつ
いて話し合ってみませんか。

家族・親戚と話し合ってみませんか？
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33,888 人

次のような事業で、首都圏などからの移住を支援します！

問 ＝ 地方創生課　℡ 23-1148
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地域を盛り上げる地域おこし協力隊を募集中！
都市部から小林市へ移住し、地域おこし活動を行う「地域おこし協力隊」を募集中です。応募には居
住地などの条件があります。詳細は市ホームページを確認するか、地方創生課へ問い合わせください。

（第２期てなんど小林総合戦略より）
小林市の人口推計
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　上京前は小林の魅力に気付いていませ
んでしたが、一度市外に出たことで、日
常の中に素敵な時間や素晴らしいものが
あったんだなと気付きました。
　友人たちのなかには、小林に帰りたい
と話している人もいます。小林には帰り
たいなと思うような不思議な魅力がある
のではないかと思います。

　刺激が欲しいと思い、高校卒業後に上
京しましたが、毎日朝６時半から満員電
車で通勤し、会社に着く頃にはくたくた
になっていました。
　最近では新しいお店が増えるなど、自
分の高校時代と比べて小林に新しい風が
吹いていると感じます。CHILK も新しい
風の一つでありたいと思います。

小林人で紹介した２人も小林市にUターンしました

轟
と ど ろ き

木 凌
り ょ う や

也さん（南西方出身） 比
ひ し じ ま

志島 隆
り ゅ う た

太さん（堤出身）

親世帯との同居・近居、住環境改善のための

子育て世帯を応援するため、共働き世帯に対して親世帯との
同居・近居、住環境改善にかかる引越費用などを補助します。

親世帯と同居（同居・敷地内別居）上限 20 万円
親世帯と近居（同じ小学校区内に転入・転居）上限 10 万円
住環境改善（前の住居から子育て住環境が改善）上限 10 万円

令和６年３月 31 日まで申請期限

共働きで児童（※）を養育する世帯
※ 18 歳に達する日以後の最初の３月末日までの間にある者

対象者

補助費用

敷金、礼金、権利金、仲介手数料、退去費用等賃貸借契約
に係る費用、引越費用

補助対象

問 ＝ こども課　℡ 23-1278

・市内の指定宿泊施設に宿泊時の
基本料金１/ ２補助（最大２千円）

・レンタカー代の１/ ２補助（最大
３千円）

移住・定住の準備のための

移住・定住を目的に、市内で住居や
仕事を探すなどの活動
に係る宿泊費・レンタ
カー代を補助します。

補助金額

問 ＝ 地方創生課　℡ 23-1148

※対象となる就業形態にはさまざまな要件などがあります。詳しくはホームページ（QR コード）を確認ください

支給額 世帯での移住の場合：100 万円
単身での移住の場合：60 万円

対象者
・移住前の 10 年間のうち通算５年以上、直
近で連続１年以上を東京 23 区内に在住また
は通勤していた

・小林市へ移住し、就業や起業をした

以下の条件を満たす人

※ 18 歳未満の子どもを帯同して移住した場合、
１人につき 100 万円を加算

支給額 世帯での移住の場合：100 万円
単身での移住の場合：30 万円

対象者
・移住前の 10 年間のうち通算５年以上、直
近で連続１年以上三大都市圏等（東京圏・名
古屋圏・大阪圏）または福岡県に住んでいた

・小林市へ移住し、就業や起業をした

以下の条件を満たす人

※ 18 歳未満の子どもを帯同して移住した場合、
１人につき 100 万円を加算

問 ＝ 地方創生課　℡ 23-1148 問 ＝ 地方創生課　℡ 23-1148

小林市移住支援金 小林市ひなた暮らし移住支援金

お試し滞在を支援引越費用と転入・転居費用の一部を補助

食で地域の未来を拓く！

　第三セクター・ハーメックのじり株式会社と提携し、
道の駅のレストランでの調理や地元食材を使った新メ
ニューの開発、地元企業との交流や連携などに携わっ
ていただきます。２年目以降は、小林市
の「食」を通じて、地域での起業や就業
を視野に活動を行っていただきます。

問 ＝ 地方創生課　℡ 23-1148

道の駅のシェフ募集中！

　地域商社の株式会社 BRIDGE the gap（地域おこし
協力隊 OB が起業）と提携し、栗園の栽培管理やすき
むらんどの運営支援などに取り組んでいただきます。
２年目以降は、須木地区を取り巻くさま
ざまな課題の解決に向けた新たな事業の
企画立案などに取り組んでいただきます。

須木地区を一緒に

問 ＝ 地方創生課　℡ 23-1148

盛り上げてくれる仲間を募集中！


